
専門家からの研修を受けた大学生が 

不登校の児童・生徒に寄り添い、 

共に語り、共に学ぶ中で、 

子どもたちの可能性を広げるお手伝いをする。 

何か特別なことをするわけではない。 

しかし、子どもたちとの関わり、 

仲間同士の関わりが、 

大学生活の中での特別な時間となる。 

 

不登校支援 

ボランティア 

養成研修 

開催 

不登校支援のためのスキルを身につける研修 

 当研修では、不登校の子どもと接していく上で必要とされるコ

ミュニケーション能力の向上を目指します。様々な事情を抱えた

子どもに関する知識や、現在活動しているスタッフから不登校

の子どもの実態を知ることで、研修後の不登校支援活動に参加

する上での準備をしていきます。 

 当会の不登校支援活動 

 学生ボランティアを中心に、不登校の子どものためのキャン

プや家庭教師、居場所づくり、不登校の子どもを持つ保護者の

支援をしています。昨年度は、夏に富士登山、秋に海遊館とＵ

ＳＪに行く宿泊イベントを行いました。当研修に参加すること

で、これらの活動に携わることができます。 

目的は再登校ではなく、可能性を広げること 専門家の先生の養成研修・継続的なサポート 

 不登校の子どもに対する支援活動の目的は子どもを再登校

させることではありません。子どもが様々な経験を通して広い視

野を持ち、次のステップへの選択肢を増やすことで可能性を広

げることにあります。もちろんその結果として、再登校する子ど

も達もいます。 

 学生ボランティアはこの研修で対人関係や不登校に関する知

識について学びます。また、月に１回専門家の先生や仲間のサ

ポーターに子どもと関わる上での悩みを共有し、助言をもらう

場を設けている等、継続的に講師をサポートするシステムが

整っているため、安心して活動することが出来ます。 

  

不登校 

イメージの 

共有化 

参加者それぞれが持っている不登校に対するイメージを、意見を出し合

うことによって皆で共有します。他の参加者や、不登校の子どもと関

わったことのある学生スタッフの持つ不登校に対するイメージを共有

することで、自分の持つイメージを見つめ直し、当研修で学ぶ目的を確

認します。 

＜例1＞3人組で話し手・聞き手・観察者に分かれ、他者のコミュニケー

ションの取り方の特徴などを伝え合います。 

＜例2＞2人組で一方は目隠しをしながら散歩します。目隠しをしなが

ら相手に身をゆだねることで他者を信頼する過程を実践的に学ぶこと

が出来ます。 

シェアリング（＝月に1回、実際に不登校の子ども達に訪問支援をして

いる学生ボランティアが子どもと関わる上での悩みなどを専門家の先

生や同じように活動している仲間と分かち合う場）を体験し、実際の支

援の場での話を聴いたり悩みを共有したりすることで、より実践的に不

登校の子どもとの関わりを考えます。 

実際に不登校の子どもに支援を行う場面を想像して、自分たちで劇を

考えます。様々なシチュエーションの劇を自分たちで創造し、学生ボラ

ンティア・不登校の子ども・その家族・友人などを演じることで、不登校

の子どもを取り巻く環境について考えを深めます。これにより、具体的

に支援を行う場面をイメージすることができます。 ロールプレイ 

シェアリング 

体験 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

実習 

研修内容 研修スケジュール 

 日 程 時 間 スケジュール 

5/5 

（土） 

午 後 
・自己紹介、ねらい作り 

・不登校イメージの共有化 

夜 間 ・コミュニケーション実習1 

5/6 

（日） 

午 前 ・コミュニケーション実習2（野外） 

午 後 

・当会の活動紹介 

・発達障害に関する知識・情報 

・コミュニケーション実習3 

・2日間の振り返り 

宿 

泊 

研 

修 

※内容・スケジュールは都合により変更する場合がございます。ご了承下さい。 

日 

帰 

り 

研 

修 

5/13 

（日）  

午 前 ・不登校に関する知識・情報 

・シェアリング体験 

・ロールプレイ 

・研修全体の振り返り   
午 後   

 

【不登校支援ボランティア募集】 研修日程 
【2012年5月5日(土)～6日(日)・5月13日（日）】 



 

 

 

 

 

 

 

＜必要事項＞ 

  ①氏名 ②ﾌﾘｶﾞﾅ ③性別 ④年齢 ⑤郵便番号  

  ⑥住所 ⑦携帯電話番号 ⑧自宅電話番号  

  ⑨大学名・学部・学年 ⑩志望動機  

  ⑪学習支援において教えることが可能な教科(複数可)  

   

 Ｑ＆Ａ 

   Ｑ  研修ではどんなことを学べるの？ 
    Ａ 研修での学びは人によって違いますが、自分が今までしてきた人とのコミュ

ニケーションの取り方、人間関係の築き方などを見つめ直すことができます。また、

より良いコミュニケーションの取り方について皆で考え、様々な視点から互いに意

見を言い合うことで、色々な気づきを得ることもできます。支援をする上で、子ども

と良好な関係を築くことは非常に重要なことだと考えています。 

   Ｑ  研修にはどんな人たちが参加するの？ 

    Ａ 過去の研修には関関同立・神大・阪大・大阪市立大・奈良教育大・武庫川女

子大・神戸親和女子大・甲南女子大・神戸女学院大・甲南大・近畿大など様々な大

学から学生が参加しています。参加者の中には、教育・福祉・心理職を目指す人、大

学生活で新しいことに挑戦したい人、色々な人との出会いを求めてくる人など様々

な目的を持った学生たちが集まります。 

   Ｑ  活動をする中でどんなことを得ることができるの？ 

    Ａ この活動によって得られるものは人それぞれです。例えば子どもが自分自

身の道を見つけ、新しいステップを踏み出す過程に関わる喜びを感じることができ

ます。また、この活動は学生ボランティア同士が互いに協力し、支え合いながら行っ

ています。たくさんの仲間と、本気で一つのことに向かい合う時間は学生時代の貴

重な経験となります。 

 

詳しい情報はホームページにも掲載されています！! 
 

「不登校支援ボランティア養成研修」の情報、その他ブレーンヒューマニ

ティーの活動の情報は、ホームページにも詳しく掲載しています。 
 

■不登校関連事業部公式ブログ 

    「関西の不登校情報」 

     http://www.d.hatena.ne.jp/bh-hep/    

■ブレーンヒューマニティー公式HP 

  http://www.brainhumanity.or.jp   

 企画概要 

 申し込み 

 

   

   

 

 
 

■メールのみで受付致します （〆切：4月19日(木) 17時30分） 
 

   件名に「不登校支援ボランティア養成研修2012春参加希望」、本文に下記必要 
    事項を明記し、下記メールアドレスまで送信してください。 
 

     ※電子メールによる申し込みミスを回避するため、電子メールで申し込み頂いた 

   場合は、申し込みより5分以内に当会より参加申し込み確認の電子メールを 

   送付します。電子メールで参加申し込みされた方でこの連絡がない場合は、 

   当会インフォメーションセンター（078－843－8849）までお電話下さい。 
 

     ※当会より送信された参加申込確認の電子メールは、〆切後、当会より参加決 

         定のメールがあるまで消去せず、必ず保存するようにしてください。 

■名 称 
 

 

 

■日 程 

 

 
 

 

■場 所 

 
 

 
 

■集 散 

 

 

 
 

 
 

■内 容 
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■主 催      

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

■担当者 

不登校支援ボランティア養成研修2012春 
 

 

 

① 2012年5月5日（土）～5月6日（日） 1泊2日 

② 2012年5月13日(日) 日帰り 

※ ①②の研修全日程に参加する必要があります。 
 

兵庫県立総合体育館      

〒663-8142 兵庫県西宮市鳴尾浜1-16-8 
 

 

① 集合 ： 2012年5月5日（土）   13:30 兵庫県立総合体育館 

   解散 ： 2012年5月6日（日）   18:30    同   上 

② 集合 ： 2012年5月13日（日） 10:00 兵庫県立総合体育館 

   解散 ： 2012年5月13日（日） 18:30    同   上 
 

 

カウンセラーや臨床心理士などを招き、対人関係や不登校の知識に関す

る研修を行うことで、不登校児童・生徒に対して支援活動を行う支援ボラ

ンティアを養成する。 
 
 

川島 惠美（関西学院大学准教授・臨床心理士・精神保健福祉士・ 

       社会福祉士） 

戸田 玲子（兵庫県スクールカウンセラー・臨床心理士） 

長尾 文雄（聖マーガレット生涯教育研究所前主任研究員 ） 

山本 智也（京都ノートルダム女子大学教授） 
 

 

不登校児童・生徒への支援活動に関心のある大学生・大学院生 
 

 

40名（最少催行人数31人） 

※ 応募が殺到した場合、研修の男女比・学習支援において教えることが 

   可能な科目・志望動機を考慮した上で選考させていただきます。 
 

 

14,500円（税込） 

※ 宿泊研修中の食費、施設使用費、保険料一切を含みます。 

※ 現地までの交通費は自己負担となります。 

※ 参加決定後お支払いについての書類を郵送いたします。振込期限が 

  4月27日(金）と近くなっていますので予め参加費のご用意をお願い 

 します。 

 

2012年4月23日（月）以降のキャンセルにつきましては、当会の規程に基 

づき、下記キャンセル料が発生いたしますので、万が一当研修への参加を 

お取りやめになる場合はお早めにご連絡下さい。 
 

･4月23日（月）以降にキャンセルする場合          

･4月28日（土）以降にキャンセルする場合            

･5月4日（金）以降にキャンセルする場合         

･イベント当日にキャンセルする場合            

･イベント開始後のキャンセル又は、無連絡不参加の場合 

 

特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー 不登校関連事業部 

〒662ｰ0832 

兵庫県西宮市甲風園1丁目3ｰ12 カミヤビル3階 

ブレーンヒューマニティー公式HP http://www.brainhumanity.or.jp 
 

 

 
 

 

 

実行総責任 桧垣 幸平 （ヒガキ コウヘイ/当会ボランティア） 

関西学院大学商学部  
 

当会インフォメーションセンター   078ｰ843ｰ8849 

メールアドレス hep@brainhumanity.or.jp 

･･参加費の20％ 

･･参加費の30％ 

･･参加費の40％ 

･･参加費の50％ 

･･参加費の100％ 

電子メールアドレス 

  hep-s@brainhumanity.or.jp 

 

主催のブレーンヒューマニティーは不登校の子どもの支援活動の他に、小中学生を対

象としたレクリエーション活動・高校生を対象とした海外プログラムなど幅広く活動し

ています。ここで活動する学生ボランティアは700名ほどで、関西一円の大学から集

まっています。新規ボランティアを対象とした新入生歓迎イベントも予定しておりますの

で、ブレーンヒューマニティーの全体の活動に興味のある方は是非ご参加下さい。 
 
 

 ブレーンヒューマニティーについて 

 ■お問い合わせ 

 ■新入生歓迎パーティー 
   日程：4月8日（日）・4月14日（土）          場所：阪急西宮北口駅周辺 

    集合：阪急西宮北口駅北改札口18時        参加費：500円 

   申込み：不要 ※現地まで直接お越しください。    

 

 ■フレッシャーズキャンプ2012 
   日程：5月19日（土）～5月20日（日）         場所：関西学院千刈キャンプ 

   申込み：必要                           参加費：4,980円（交通費別途） 

 

 ■新入生歓迎お花見（雨天決行） 
   日程：4月8日（日）・4月14日（土）          場所：夙川沿い 

    集合：阪急夙川駅南出口タクシー乗り場12時  参加費：500円 

   申込み：不要 ※現地まで直接お越しください。   

 

  ・高田 亜樹（タカダ アキ）                            

    関西学院大学文学部3回生             

    050ｰ3639ｰ5265 

  ・今里 悠介（イマザト ユウスケ）                       

    関西学院大学法学部2回生            

        080ｰ6434ｰ4940                

・ブレーンヒューマニティーアドレス 
vol@brainhumanity.or.jp 

   Ｑ  研修に参加するとどんな活動ができるの？ 
    Ａ 研修に参加することで、当会の不登校支援活動を行うことができます。小学

生から高校生までの不登校の子どもに対しての活動を行っています。子どもをキャ

ンプやテーマパークにリーダーとして連れて行ったり、家庭教師や訪問支援、他に

も子どもたちに居場所を提供する活動や不登校の子どもを持つ保護者の支援な

どの活動を行っています。 


